
年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

１
学
期

20

　現代の詩

【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品が成立した背景や他の
作品との関係をふまえて解釈を深め
る姿勢を養うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
・詩というジャンルの特徴や表現の技法を理
解している。　※(1)ウエ

【思考力、判断力、表現力等】
・詩の構成や比喩に注目して読み、自分と他
者との関係性について、作者の捉え方を理解
する。　※読(1)アイエオ

【主体的に学習に取り組む態度】
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の
効果や作品世界、そこに込められた心情など
を理解しようとしている。

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇 〇

知

　現代の小説（１）・（２）

【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につい
て理解を深めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写の仕方、表現の特色などを的確に
捉え、内容を解釈する方法を学ぶと
ともに、解釈の多様性について考察
する姿勢を養うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・ガイダンス資料
（パワーポイント）のTeamsに
　よる配信

・「少年」との交流による
　「私」の心理変化と、デューク
　の死を受け入れるまでの過程
　を読み取らせる
（「デューク」）

・時間の経過とともに登場人物の
　心情と行動に生じる変化を追
　い、題名にこめられた意味を
　考えさせる（「相棒」）

・詩の構成や比喩に注目して
　読み、自分と他者との関係性に
　ついて、作者の捉え方を理解
　させる（「生命は」）

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
(1)イエ
【思考力、判断力、表現力等】
・「少年」との交流による「私」の心理の変
化と、デュークの死を受け入れるまでの過程
を読み取る。　※読(1)アイエ
【主体的に学習に取り組む態度】
・「少年」との交流を通して「私」の心情が
どう変化しているかを粘り強く捉え、主人公
の悲しみが表現されている部分を参考にして
自分なりの悲しみの表現を積極的に考えて発
表しようとしている。

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ
【思考力、判断力、表現力等】
・時間の経過とともに登場人物の心情と行動
に生じる変化を捉え、題名にこめられた意味
を理解している。　※読(1)アイエ
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の心情と行動の変化を時間の順序
に沿って粘り強く読み取り、「相棒」という
題名にこめられた意味を考えようとしてい
る。脚本の形に書き換える活動においては積
極的に話し合いを行い、印象の違いを考えよ
うとしている。

○ ○ ○〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

文学国語（発展・実用）

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 文学国語（発展・実用） 4

態

文学国語（発展・実用）国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすと
ともに、創造的に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

標準文学国語（第一学習社）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

9

○ 1



２
学
期

１
学
期

〇

　現代の小説（４）

【知識及び技能】
　・語句の量を増やし、語彙を豊か
にすることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈をふまえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・作品中の表現に注意しながら、
「私」が幹生の目が見つめていた
ものに気づくまでの心情の変化を
把握させる（「ひよこの眼」）

　近代の小説（１）
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈をふまえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・物語の展開と出来事を整理
　しながら、「私」と「K」それ
　ぞれの心情を理解させる
（「こころ」）

　戦争と文学（１）
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする方法を学ぶことができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・詩の構成の意図を考え、過去と
後半生に対する「わたし」の心情
をつかみ、詩の主題を理解させる
（わたしが一番きれいだったと
き）

〇 〇

定期考査

〇

　近代の小説（１）
　現代の小説（３）
　
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写のしかた、表現の特色などを的確
に捉え、内容を解釈する方法を学ぶ
とともに、解釈の多様性について考
察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　・言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書に
親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚をも
ち、言葉を通して他者や社会に関わ
ろうとする態度を養う。

・鼻が変化した内供と、彼を取り
　巻く人々の心理の複雑さを、
　構成を把握しながら読み解か
　せる（「鼻」）

・短編小説の特色を理解し、本と
　の再会を繰り返すたびに実感
　される「私」の変化を読み取
　らせる（「旅する本」）

〇

○ ○

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ

【思考力、判断力、表現力等】
・物語の展開と出来事を整理しながら、
「私」と「Ｋ」それぞれの心情をつかむ。
※読(1)アイエ

【主体的に学習に取り組む態度】
・場面ごとの展開から登場人物の心情とその
変化について粘り強く理解を深め、さらに本
文とは異なる視点から書き換える活動に積極
的に取り組み、解釈を深めようとしている。

〇

〇

〇 〇

○

【知識及び技能】
・詩というジャンルの特徴や表現の技法を理
解している。　※(1)ウエ

【思考力、判断力、表現力等】
・詩の構成の意図を考え、過去と後半生に対
する「わたし」の心情をつかみ、詩の主題を
理解する。　※読(1)アイエ

【主体的に学習に取り組む態度】
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の
効果や作品世界、そこに込められた戦争に対
する心情などを理解しようとしている。

〇 〇

20

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ
【思考力、判断力、表現力等】
・全体の構成を把握しながら、鼻が変化した
内供と、彼を取り巻く人々の複雑な心理を理
解している。　※読(1)アイエ
【主体的に学習に取り組む態度】
・内供と、彼を取り巻く人々の心理や態度を
読み取るだけでなく、『今昔物語集』も粘り
強く読み取り、作者の工夫をまとめようとし
ている。

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ
【思考力、判断力、表現力等】
・短編小説の特色を理解し、本との再会を繰
り返すたびに実感される「私」の変化を読み
取っている。　※読(1)アイエ
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品全体における「その本」の意味につい
て、各時期の「私」の受け止め方を踏まえて
粘り強く読み解こうとしている。

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ

【思考力、判断力、表現力等】
・作品中の表現に注意しながら、「私」が幹
生の目が見つめていたものに気づくまでの心
情の変化を把握する。　※読(1)アイエ

【主体的に学習に取り組む態度】
・「私」の幹生に対する心情変化を捉えるた
めに、表現に注意しながら場面の展開を粘り
強く読み取り、最後の段落の「私」の思いに
ついて、自分の考えを積極的に文章にまとめ
ようとしている。

20

1

8

〇 〇

〇 〇 〇

○ ○

〇 8



〇 〇 〇 〇 〇

２
学
期

３
学
期

定期考査

定期考査

　近代の詩

【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写のしかた、表現の特色などを的確
に捉え、内容を解釈する方法を学ぶ
とともに、解釈の多様性について考
察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・文語詩に親しみ、多様な隠喩を
通して「こころ」を描き出す、イ
メージの豊かさを味わせる（「こ
ころ」）

　現代の小説（４）
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写のしかた、表現の特色などを的確
に捉え、内容を解釈する方法を学ぶ
とともに、解釈の多様性について考
察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・仕事に向き合う態度と友人への
思いがどのように変化するかを捉
え、主人公にとっての「卒業」の
意味を考えさせる（「卒業」）

　近代の小説（２）

【知識及び技能】
　・文学的な文章における文体の特
徴や表現の技法を理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈をふまえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・表現の特徴が作品に及ぼす効果
を考え、人が虎になるという怪異
の意味をふまえて作品の主題を考
えさせる（「山月記」）

・清兵衛と大人たちの瓢箪に対す
る考え方の違いを通して、価値判
断や評価について考えを深めさせ
る（「清兵衛と瓢箪」）

定期考査

1○ ○

1

合計

140

20

1

〇 6

〇 〇

〇 〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ
【思考力、判断力、表現力等】
・表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、人
が虎になるという怪異の意味を踏まえて作品
の主題を捉えている。　※読(1)アイエ
【主体的に学習に取り組む態度】
・教材全体の構成や登場人物の行動、心理を
的確に読み取ったうえで、典拠となった文章
と粘り強く読み比べ、主題の違いや作者の工
夫をまとめようとしている。

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ
【思考力、判断力、表現力等】
・価値判断や評価について考えを深めるため
に、清兵衛と大人たちの瓢簞に対する考えの
違いを理解している。　※読(1)アイエ
【主体的に学習に取り組む態度】
・清兵衛と大人たちの瓢簞に対する考えの違
いを粘り強く読み取り、瓢簞の価格がどんど
ん上がっていくことの意味についての自分の
考えを積極的にまとめようとしている。

〇 〇 〇

○ ○

【知識及び技能】
・詩というジャンルの特徴や表現の技法を理
解している。　※(1)ウエ

【思考力、判断力、表現力等】
・文語詩に親しみ、多様な隠喩を通して「こ
ころ」を描き出す、イメージの豊かさを味わ
う。　※読(1)アイエオ
　
【主体的に学習に取り組む態度】
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の
効果や作品世界、そこに込められた心情など
を理解しようとしている。

8

〇 〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する、情景や心情の機微を表
す語句・語彙、表現の技法を理解している。
※(1)イエ

【思考力、判断力、表現力等】
・仕事に向き合う態度と友人への思いの変化
を捉え、主人公にとっての「卒業」の意味を
理解している。　※読(1)アイエ
　
【主体的に学習に取り組む態度】
・小説の粘り強い読み取りから「卒業」とい
う題名の意味について自分の考えをまとめよ
うとしており、共感できる表現についても積
極的に探し、その理由をわかりやすく発表し
ようとしている。

〇 〇 〇 10

　創作をする
【知識及び技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにす
るはたらきがあることを理解できて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
・文体の特徴や修辞のはたらきなど
を考慮して、読み手を引きつける工
夫を学ぶ。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

・物語が人間にとって持つ意味を
考え、表現に注意しながら物語を
創作させる（「物語を発言する
力」）

〇 〇

【知識及び技能】
・言葉には想像や心情を豊かにする働きがあ
ること、文学的文章における文体の特徴や表
現の技法を理解している。　※(1)アエ

【思考力、判断力、表現力等】
・物語が人間にとって持つ意味を考え、読み
手を引きつける独創的な文章になるよう工夫
して物語を創作し、さらに相互批評から適切
に自分の文章の特長や課題を捉えている。
※書(1)イウエ
　
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中の例を参考にして積極的に物語を創
作しようとしている。相互批評では他の生徒
からの批評を前向きに捉え、自分が創作した
物語の特長や課題を明らかにしようとしてい
る。

〇 〇


